
≪ 模擬講義・模擬ゼミの内容と教室 ≫ 

◆◇模擬講義（午前）◇◆  １０：４０～１１：２０ 

 
脱炭素社会、気候変動、社会の分断化など、G7 都市大臣会合でも世界共通の課題として認識され、解

決に向けた積極的な協働が国際社会でも求められています。一方、日本の地方では、地域産業の衰退、少
子高齢過疎化、にぎわいの消失など、地域をめぐる問題は解決どころか年々深刻になっています。地域や
地方に活力を与えるために、重要なキーコンセプトは「地域固有の魅力を活かす」、そして「地域全体で
価値を生み出す」ことです。 
この模擬講義では、地域課題を混ぜて魅力を増幅させた「屋島山上ちょうちんカフェ」や人口 10 万人

以下の町のほうが経済的にも文化的にも元気なイタリアの地方都市を事例として、地方だからこそ可能
性のある実践的なまちづくりの話をしたいと思います。「いま地方が面白い！」、いやきっと「これからの
ほうがもっと面白い！」、そんな地域の未来づくりにあなたも参加しませんか？合言葉は“コトをおこす
ヒトになろう！” 
 

 

近年，個人の資産形成はますます重要になってきています。代表的な資産形成の方法として，株式や債
券などの証券に投資することが挙げられます。証券投資に馴染みのない方も多いかもしれませんが，皆
さんも 20 歳から加入することになる年金基金は主に株式や債券で運用されています。自分が支払った年
金がきちんと運用されているのかどうかを知るためにも，株式や債券の性質をきちんと理解しておくこ
とは極めて重要です。 
また，資本市場で取引される株式や債券の背後には，それらを発行している企業が存在します。株式や

債券の仕組みを理解するには，企業の事業内容や意思決定のメカニズムについて知っておくことも重要
です。このような資本市場と企業経営をつなぐ資金の流れを分析する学問領域を「ファイナンス」といい
ます。 
この模擬講義では，株式や債券の仕組みについて概説しながら，「ファイナンス」という魅力的な学問

の世界へ皆さんをお連れいたします。  
 
 

◆模擬授業 A◆ 《観光・地域振興コース》 西成教員   教室：Ｅ３１ 

いま地方が面白い！持続可能な地域をつくる思考と実践 

◆模擬授業 B◆ 《会計・ファイナンスコース》 早木教員  教室：Ｅ２１ 

「株式・債券って何？ 意外と身近なファイナンスの世界」 



 
環境問題に取り組むと言えばどんなことを思い浮かべますか？気候変動などの環境問題では、自然科

学系のサイエンティストたちが第一線で活躍しているイメージがあると思います。実際には自然科学に
留まらない、様々な分野の人々がそれぞれの観点から取り組んでおり、本講義で紹介する「環境哲学」も
その一つです。 
環境哲学は、「哲学」と同じように「深く問う」ということを大切にしています。例えば、私たちと自

然の関係とは？と問う為に、そもそも「自然」って何？と問いたり。私たちを取り巻く様々な概念や規
範・価値観は、長い年月や様々な文化や社会などの関わりの中で形成され、また日々変化しています。こ
れらを改めて問うことで、「環境問題」を新たな角度から考えることができます。よって本模擬講義では、
環境問題を哲学的に考察する（philosophize）ってどういうことなのか、またどんな問題が見えてくるの
か一緒に考えてみましょう。 
 
 
  

◆模擬授業 C◆ 《グローバル社会経済コース》 辻教員  教室：Ｅ１１ 

環境哲学って何？：環境問題を philosophize してみよう 



◆◇模擬講義（午後）◇◆  １４：１０～１４：５０ 

 
どうして人は集まって住んでいるのだろう？どうして都市ができたのだろう？そういったことを考え

たこと、ありませんか？応用分野の経済学は、そんな身近な疑問や問題を発見・整理して解決策を考えて
います。みなさんがこれまで触れてきて、想像する「経済学」は、日本全体の経済活動の分析や、さまざ
まな社会制度に関して議論を行うような学問だと思います。しかしながら、そういった分析は幅広い経
済学の研究分野のほんの一部分にしかすぎません。 
この講義では、まず日本の都市の様子を概観します。そして、都市がなぜ成立して維持されているの

か、その過程で人や企業が集まったときのメリットについて、高校生までに習った簡単な数式を使って、
簡単に説明します。こういった数式を使ったモデル化は、難しそうに思えますが、議論を簡単にし、解決
策を導きやすくするご利益があります。複雑な世の中をシンプルに考える経済学を、ぜひ一緒に体験し
てみましょう。 
 

 

 
皆さんは毎日、多くの広告に触れています。テレビを見ると CM が流れますし、新聞や雑誌にも広告

が掲載されたページが存在します。通学に使う電車には中吊り広告があり、YouTube や SNSでも広告を
目にする機会が増えています。企業にとって、広告は自社製品・サービスの魅力を消費者に伝える手段の
一つになります。 
しかし、こうした広告の中には、あまり見てもらえないものもあります。皆さんも、テレビ CM の間

に別の用事を済ませたり、YouTubeの広告をスキップした経験があるのではないでしょうか？ 
今回の模擬講義では、主に「有名人」の観点から、効果的な広告について講義をおこないます。広告に

は、芸能人やスポーツ選手が起用されることが多くあります。なぜ、企業は有名人を広告に起用するので
しょうか？そして、それは本当に効果的なのでしょうか？このような問題を、講義を通して皆さんと考
えていきます！ 

 
 
 

◆模擬授業 D◆ 《経済・政策分析コース》 福村教員   教室：Ｅ３１ 

はじめてのモデル分析：都市のなりたちについて 

 

◆模擬授業 E◆ 《経営・イノベーションコース》 森貞教員  教室：Ｅ２１ 

なぜ広告には有名人が起用されるのか？ 



◆◇模擬ゼミ◇◆ １１：３０～１２：１０  

 
新型コロナウイルス感染症が蔓延するまでは、世界の人々はかつてないほどに国や地域を超えて観光

をしてきました。コロナ禍が終わった今、日本を訪れる外国人観光客は急増すると見込まれています。多
くの外国人観光客が来日することは、よい側面もありますが、さまざまな文化や宗教などの背景をもつ
人々をどのように理解し、受け入れてゆくかについては、多くの課題もみられます。 
この模擬ゼミでは、このような課題を体験的に理解するために、訪日外国人観光客の概要について簡単

に説明した後に、異文化理解体験ゲームに参加してもらうことで、異なる価値観を持つ人々を受け入れ
る際の課題について考えてゆきたいと思います。 
 

 
「これほど素晴らしい機能を追加した新製品なのに、思ったほど売れない。なぜだろう？」この課題解

決のために生まれてきたのがマーケティングの発想です。マーケティングの発想はアメリカ発ですが、
花開いたのは 1950 年代中葉の頃です。当時のマーケティングの謳い文句は、「作ったものを売るのはセ
リング。売れるものを作るのがマーケティング」でした。では、売れるものを作るとは、どういうことで
しょうか。 
この模擬ゼミでは、グループディスカッションを通じてマーケティングの発想を学び、売れるものを作

るという意味を理解していきます。そして、「性能の良い製品を作ったのになぜ売れないのか」という課
題解決に一緒に取り組みましょう! 

 

《経営・イノベーションコース》 趙 教員        教室：Ｅ２４ 

定員：４０名 

マーケティングの発想を学ぼう！ 

《観光・地域振興コース》 二ツ山教員          教室：Ｅ２３ 

定員：４０名 

グローバル観光時代のための異文化理解 

保護者もご参加いただけます 


